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研究分野 精神看護学
学位 修士(看護学)

学歴
2002年都立保健科学大学保健科学部看護学科
2009年首都大学東京大学院看護科学系広域地域看護学博士前期課程

氏名 小川 千恵子 部署 看護学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2021年埼玉県立大学保健医療福祉学部助教

所属学会（役職）日本保健科学学会、日本精神科救急学会

１．研究業績
（１）著作

該当なし
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし
（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他
該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

精神看護学Ⅰ 2
精神看護学の基礎となる理論として、対人関係論と危機理論について、
具体的事例を提示し、講義を行った。

精神看護学Ⅱ 2

主な精神障害として、統合失調症と嗜癖の問題を持つ人、パーソナリ
ティ障害を持つ人への看護について、映像資料や自身の体験談、学生自
身に身近な話題を織り交ぜ、具体的にイメージできるよう講義を行っ
た。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

精神看護学Ⅱ 2

再構成ではロールプレイを用いて場面の振り返りを促し、対人関係論を
体験的に学習できるよう指導した。ケアプランでは、臨床経験からの具
体例を示し、身体だけでなく精神も含め、また入院中のみならず退院後
の生活を見越した地域包括ケアも意識したプランの作成を指導した。

メンタルヘルス論 1
災害時のメンタルヘルスについて、自身のDPAT隊員としての訓練体験
をもとに、講義を行った。

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
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（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間
学内実習：コマ

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

精神看護学実習 2021.07-12
精神科急性期病棟におけるシャドーイングと、学内電子カルテ演習のハ
イブリッド形式による実習で、患者の強みに着目したケアプランの展開
ができるよう支援した。

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

総合実習 2021.07

埼玉県立精神医療センターでは、精神科急性期における看護師の役割や
多職種との連携、退院支援について包括的に学べるよう臨地実習指導者
と連携を図り指導を行った。地域施設リトルハウスでは、精神障害者の
地域生活の実態と、生活を支える社会資源、ストレングスに注目したケ
アの方向性を見出すため、利用者と作業を共にしながら指導を行った。

IPW実習 2021.08
入間東・比企地域「ハロークリニック相談支援室A」を担当し、学生が
連携に関して自主的に学び、対象者のケアプランの立案とチーム形成の
成果を報告会で発表できるよう支援した。

卒業論文 2021.04-2022.03 主指導 名 副指導 4名
（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

精神障害者家族の家族自身のリカバリートーク 埼玉県立大学公開講座 精神障害者家族の家族自身のリカバリートーク 2021.10.30

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

広報こしがや 広報こしがや【健康情報コラム】8月号「呼吸を整えて心身のリラックスを」掲載
(No.1416)

2021.08

５．学内運営
項目 内容 期間

地域貢献活動
NPO法人アドボケイト会リ
トルハウス

スポーツイベントのボランティアスタッフとして活動 2021.09〜現在

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等 実習計画調整会 2021〜現在

該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月


